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令和５年６月８日

廿日市市議会

議長 新田 茂美 様

議員定数調査特別委員会

委員長 徳 原 光 治

議員定数調査特別委員会の調査結果について（報告）

令和３年６月定例会で本特別委員会に付託された事件の調査が完了したため、廿日市市

議会会議規則第１１０条に基づき報告します。

なお、調査は、廿日市市議会の最高規範である廿日市市議会基本条例第 20 条に定める議

員定数の考え方に基づき、鋭意慎重に行ったことを申し添えます。

１ 調査結果

議員定数は、次の一般選挙から 27 人とする。

２ 付帯意見

調査結果は、現行の 28 人から１人削減としたが、前提として、今後もより一層の議

会改革の推進と議員の資質向上に努めるとともに、市民から信頼される議会を目指し

ていくことが重要であると結論づけ、次のとおり意見を付します。

(1) 議会改革のより一層の推進について

議会がもつ役割や権限を発揮し、議会の成果を住民福祉の向上につなげていくた

め、議会改革を不断の取り組みとして位置づけ、確実に具現化するための仕組みづく

りを推進すべきである。

特に、市民アンケート結果等から明らかとなった次の課題解決に向けた仕組みの

構築を早急に検討されたい。

① 委員会の活性化に向けた政策立案・政策提言サイクルの確立及び行政運営の

チェック機能の発揮

② 論点の明確化と議会としての合意形成に向けた議員間討議の活用

③ 市民との情報の共有化及び対話の強化に向けた議会の広報広聴体制の見直し
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(2) 多様な人材が参画できる環境の整備について

多様な層の市民の意見を集約し、納得感のある合意形成を進めるためには、議会は、

多様な主体の参画を得るべきである。

特に、若者や勤労者等が、より議会に参画しやすくなるよう議会運営上の工夫や環

境の整備を推進すべきである。

また、次世代における議員のなり手の育成に向け、主権者教育等の長期的・継続的な

取組みを検討されたい。

(3) 議会基本条例に基づく議会活動の定期的な検証について

市民が求める議会の活動が十分に実践できているか振り返り、自己評価することで

議会力を高めるため、議会基本条例を定期的に検証すべきである。

なお、検証にあたっては、本特別委員会で作成した議会の活動原則実践検討シート

を参考にされたい。

３ 添付資料

① 廿日市市議会議員定数に関する調査報告書

② 廿日市市議会議員定数に関する調査報告書 別冊（工程表）

③ 議会の活動原則実践検討シート

④ 廿日市市議会議員定数調査に係る市民アンケート調査 中間報告書

⑤ 廿日市市議会議員定数調査に係る市民アンケート調査 最終報告書

⑥ 廿日市市議会議員定数重回帰分析及び分析支援業務 実施報告書


